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④ 分散Oは形成途中 t- tmにて極大値 omを持った後に減少する,
㊨ .一様系に対する鈴木理論は初期状態 t<tmでは良い一致を示すが,.i>tmでははずれが
大きい,
④ mostprobablepath i.のまわりの分布は t≪王mではガウス分布であるが, tmに近づ
くにつれて (t～0･8tm 付近より)ガウス分布からはずれた非対称分布となり, t>im
では結晶成長におけるサイズの定常分布にみられるLifshitz-Slyozov-Wagner(LSW )
分布に近づく,.
④ 外部雑音が印加されると,初期状態 (t<tm )の分布は対数正規分布によく一致し,i
～tmでガウス分布となり,i～tmでは再びLSW型となる,





ー トがあり,その各時間における偏差が最大になるのが tm である0 時間的なアンサンブルと
空間的なアンサンブルが等しいとすると,このようなpathが空間的に分布しており(図3仏)),
ある時刻 tでのその空間分布をとると,上記のような分布となっている｡ここで,才｡は時刻 t

































々ロールに垂直と平行方向の境界の長さである｡ また図 4に示すように, freebounda軍y








































































































度である)の時間変化は図 10に示すように,ある時間から 了 1/Zに比例 して減少する｡
































2) 甲斐昌一 ;物性研究 41(1983)514･




5) 自由境界とは,ここでは境界がrigidではなくて流体 (液晶 )であることを意味する｡
3. トポロジカルな非線型励起と相転移
阪大･教養 川 村 光
秩序状態からの励起としてフォノン｡スピン波等の所謂線型励起の他に, ドメイン壁 ･vo-
rtex･インスタントン等非線型効果が本質的に重要な所謂 トポロジカルな励起 (欠陥 )が存在
し,しばしば重要な役割 りを演ずる事は知られている｡その際,欠陥の分類学に対してはホモ
トピー群の理論が極めて有効であるlo)他方,特に低次元系についてはその相転移現象に於いて
も,これらの トポロジカルな励起が本質的役割 りを演ずる場合がある事が近年認識されており,
2次元ⅩYモデル (あるいはヘリウム薄膜 )の相転移に対するKosterlitz-Thouless理論2)
はその例である｡ トポロジカルな励起による相転移という概念自体はより一般的なものであろ
うという予想の下に,主として二次元系を中心にいくつかの典型的モデル系の相転移現象の研
究を目下進めておりその結果について簡単に報告する｡級かうモデル系は
i)二次元XYモデル
i)二次元ハイゼンベルクモデル
ii)二次元三角格子反強磁性ハイゼンベルクモデル
iv)二次元 Maier-Saupeモデル
i)二次元ⅩYモデル
この系はwindingnumberに対応し,0,±1,±2---の整数値(Aをとるトポロジカル
な量子数で特徴付けられる点欠陥 (vortex)を持つ｡Singlevortexはサイズに対数的によ
るエネルギーを持っ為,低温では正負の vortexがペアを作って励起される｡ Kosterlitz-
Thoulessによって指摘された様に,ある温度でこれらのペアはエントロピーの効果の為解離
し,これが二次元XYモデルの相転移点を与える｡通常の Long-rangeorderは有限温度では
存在しないが,二体のスピン相関関数の漸近型は指数型か巾型-変化する｡
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